
 
 

【研究発表】 

 これまでの研究の歩みや成果等につい

て，研修係の増山先生が発表されました。 

南小ではガイド役の児童を「リーダー」と

呼び，「目指すガイド学習」を低学年から設

定し，系統的な実践を全職員で取り組んで

こられました。共通実践「聞き方」「話し方」

「うなずき方」のマニュアルや「交流のドー

ナツ」等，具体的なアイデアが多数紹介され

ました。「数学的な見方・ 

考え方を引き出す発問の 

例」や「三角ロジックを 

意識した文章化」等も， 

算数科の授業を充実させ 

るために効果的でした。 

【公開授業：複式第５・６学年】 

単元名 ５年「図形の面積」 

（教材名「図形の面積」学校図書５年下） 

単元名 ６年「円の面積」 

（教材名「円の面積」学校図書６年） 

 今回の授業では，既習の図形の公式を用

いて，５年生は「三角形」，６年生は「不規

則な形」の面積を求めることができること

を目指していました。担任の野元先生は，

日常的な事象（旗の形・南町の形）から児

童に考えさせ，本時のめあてを焦点化させ

るという，導入を大切にされた授業に取り

組まれました。同時導入・同時間接指導等

にも挑戦され，ＩＣＴも効果的に活用する

ことができました。ダイヤモンド・サイク

ルを活用した「振り返り」やポストテスト

による「見届け」等，大隅教育事務所が推

奨する実践にも積極的に取り組み，その成

果を参観された先生方に還元できるよい

機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

【授業研究】 

 複式指導・算数科双方の研究は，本県で大

変ニーズが高いため，授業研究における意

見交換も活発に行われました。 また，５年

と６年の数学的活動の違い等にも着目でき

る有意義な会になりま 

した。まだまだ時間がほ 

しかったという感想が寄 

せられたほどでした。                            

 令和３年 10月 15日（金）に，鹿屋市立南小学校にて，大隅地区研 

究協力校「へき地・小規模校教育」の研究公開が行われました。南小 

は，研究主題を「主体的・対話的で深い学びを目指す複式学習指導の 

研究～数学的な見方・考え方を育む学習指導を通して～」と設定し， 

２年間研究に取り組みました。公開当日は，通路の計画やオンライン 

授業参観等，新型コロナウイルス感染症対策を徹底して行いました。 

複式学級における指導と算数科指導の双方から提案性の高い研究が 

大隅地区の先生方に還元される素晴らしい研究公開になりました。 

 
【閉会のあいさつ】 

別府 浩 校長先生 
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